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は じ め に
 『りべるたす』に発表 した研究 ノー ト 「テキス ト言語学一教室での使い道は
あるのだろ うか?」(モ レル,2002)を 元にしてテキス ト言語学を教室で使 う
とす ると,ど うい う風に使えるのか,ま たその使い道によって どうい う結果が
得 られるのか,以 下に考察 して行 きたい。テキス ト言語学を相互的学習に結び
つけなが ら授業を進めて行 くことによって,学 習の成果は あがるに ち が い な
い。相互的学習 とい うのは,1970年 代に盛んになった コミュニケーション・ア
プローチか ら生まれた,外 国語教育における授業の運営の方法である。相互的
学習方法は,学 習者と教師,ま たは学習者同土が力を合わせて相互的に作用 し
あ うことである(モ レル,1999:35)。
 外国語の習得には,そ の外国語の形式に対する知識 と,言 語活動の実践 とそ
の習慣化が必要である。外国語の形式についての知識を得るには,学 習者の外
国語に対する意識や意欲,理 解力が必要であ り,そ の上,母 語を客観的に見直
す ことができ,外 国語と比較対照する力も必要である。また,外 国語を習得す
るには外国語の規則や文化への適応が必要とされる。母語 と母国文化を相対化
し,客 観的に見直すことができる学習者ほど,外 国語への習慣化 と適応が うま
くできる。














































野は， これらの言語学者達の研究によって生まれたのである。 (Halliday& 



































































































④父は〔寝ている時〕出かけた。 Monp色reest sorti quand je dormais. 
〔父が寝ている時〕出かけた。 Jesuis sorti quand mon p色redormait. 
フランス語に訳すと Monという所有形容詞が使われる。
⑥Q:机の上に財布がありますか。 Ya-t-ilun portefeuille sur 1a table? 




Ma m色reboit du the japonais mais elle ne boit pas de cafι 
息子は犬が好きなのですが，娘は嫌いなので困っています。









「テキスト言語学一教室での使い道はあるのだろうか?J (モレル， 2002: 
74)からいくつかの例文を取り上げて日本語に訳し， フランス語の冠詞と
「はJ/ rが」についてもう少し探ることにする。まず，次の例文では，
Hier， une amie (新情報)est venue. Cette amie (旧情報)habite a Paris. 
昨日，友達が来た。その友達はパリに住んでいる。
Uneは不定冠詞， cetteは指示形容詞， amleは名詞である。この文章はけ





もう一つ例をあげると:Un homme (新情報) aるteren verse par une 
voiture. L'homme (旧情報) a dるclar己主 la police qu'il 1向vaitpas eu le 










Le francais (旧情報または特定)presente des qualites multiples. 
(フランス人は色々な長所をそなえている。〉
Le normand (旧情報または特定)est indecis. 
(ノルマンディの人は優柔不断な人だ。〉
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